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Agenda

• システム開発概要

• 事例説明
– システム要件（画面イメージ）

– 組織型データ管理フレームワーク詳細

– 人事情報管理システム詳細

– フレームワーク利用カタログ

•略語説明
–ＦＷ　フレームワーク

–ＣＳ 　カスタマイズシステム（実行可能な具体システム）

–ＩＦ　　インタフェイス（型）

–ＨＩＦ　ホットスポットインターフェイス

–ＣＰ　コンポーネント
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システム開発概要
背景「人事情報管理の要求」

• 人事システムの変化

– 人事業務処理の支援から、戦略的人事管理へ変化
してきている

• 複数の組織構造管理

– 組織構造以外にプロジェクトなど複数の階層構造を
管理できることを要求されれている

• 組織構造の履歴管理

– 組織構造の履歴管理ができるように要求されている



2000/09/08 4

システム開発概要
目的「ＦＷの有効性を実証する」

• ＦＷによるシステム開発

– 再利用性やカスタマイズ性の検証を行う

– コンポーネントベース開発による、開発の効
率化について検証を行う

• 利用ユーザごとのカスタマイズ

– 管理するデータ項目は、自由に設定可能と
する

– 組織構造の履歴管理は意識する必要なし
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システム開発概要
開発フェーズ

• ４段階のフェーズでシステムの開発を行う

– 分析フェーズ

– 設計フェーズ
• インターフェイス設計フェーズ

• コンポーネント設計フェーズ

– 実装フェーズ
• 実装モデル

• インターフェイス実装

• コンポーネント実装

– 検査フェーズ
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分析フェーズ概要

• 分析モデルの開発を行う
– 分析モデルは、システム論理的な側面をモデ
ル化する

• アナリシスパターンの応用
– アナリシスパターンを応用することで、柔軟性
と再利用性のあるモデルを作成する

– アナリシスパターンは、モデル安定化の指針
となる

– 明解なモデルを探すための道しるべとして、
アナリシスパターンを利用する
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インターフェイス設計フェーズ概要

• インターフェイス設計フェーズ
– インターフェイスモデル開発は、分析モデルの論理
性を崩さずに実装可能なものに変換する

• システム基本構造
– ＦＷとＣＳの構造を決定する

– 各ＦＷの責任領域を明確にする

• インターフェイスの種類
– ＦＷ・インターフェイス

– ホットスポット・インターフェイス

– ＣＳ用ローカルインターフェイス



2000/09/08 8

人事情報管理システム概要

• １９９８年６月
– ＣＢＯＰのプロジェクトとしてスタート

• ＣＢＯＰ（Consortium for Business Object Promotion）
• http://www.cbop.gr.jp/

• １９９８年１１月
– 人事情報管理フレームワークの分析モデル作成完
了

• １９９８年１１月～１９９９年１月
– 人事情報管理フレームワーク内の階層型データ管
理部分をフレームワークとして実装検証
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人事情報管理システム概要
システム要件　その１

• 時系列組織構造の管理が可能

– 組織構造（組織及び属している社員）を時系
列で管理することができる

– 任意に指定した時点の構造図を階層形式で
表示することができる

• 組織図以外の階層管理が可能

– 通常の組織構造以外に、プロジェクトの管理
ができる
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人事情報管理システム概要
システム要件　その２

• 社員の履歴情報の管理が可能

– 所属履歴と職歴を管理することができる

• ドラッグ＆ドロップによる所属変更

– ドラッグ＆ドロップ操作で、新しい所属の指定
を行うことができる
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人事情報管理システム概要
画面イメージ　その１

• ９９年１月２８日時点の組織構造
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人事情報管理システム概要
画面イメージ　その２

• ９７年１月１日時点の組織構造
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人事情報管理システム概要
画面イメージ　その３

• 社員情報登録画面
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人事情報管理システム概要
開発言語

• 階層型データ管理ＦＷ
– Visual C++　（ＡＴＬ）　ＤＬＬ形式

• 階層データ表示ＦＷ
– Visual C++　（ＭＦＣ）　ＥＸＥ形式

• 人事情報管理システム
– ＵＩ　Visual Basic　ＤＬＬ形式

– データベース　ＯＯＤＢ　Ｃ++
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分析フェーズ
分析モデルの一般要件

• システムのメンタルモデルを作成する
– 論理的な側面を明確にするモデル

• インターフェイス構造を明確にする
– 分析モデルは、システムの実装ではなく、インターフェ
イスの指針となる

– システムの論理側面と実装がつながることで、シー
ムレスな開発や後戻り開発が可能となる

• 分析モデルのシステム開発への影響
– モデルがシステムの柔軟性や再利用性に影響する

– 特に、インターフェイスの安定は、フレームワークの
適応範囲や再利用性の重要要件である
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分析フェーズ
分析モデル要件

• モデルの柔軟性
– モデルの基本構造を変えずに、階層構造の種類や
データの種類を変更できる

– 上記の変更が発生しても、階層構造や階層構造履
歴の管理部分は変更されない

– 階層的な構造をもつシステムであれは、人事管理以
外でも再利用可能とする

• インターフェイスの指針
– ＦＷのＩＦに、変換可能なモデルである

– ＦＷで想定するカスタマイズ可能部分（ＨＩＦ）を明確
にする
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分析フェーズ
分析モデル

期間

組織 社員

組織型

社員型

組織関連

プロジェクト関連

関連 パーティ

委任者

責任者

パーティ型関連型

委任者

責任者

ＦＷ部分
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設計フェーズ
システム構成

階層型データ管理ＦＷ 階層データ表示ＦＷ

人事情報管理システム

• システム構成を定義する

– ＦＷの種類や構成を定義する

– ＦＷの役割範囲を明確にする
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インターフェイス設計フェーズ
操作レベルオブジェクト

• 操作レベルオブジェクトの振分

– ＦＷとＣＳへ振分を行う

• ＣＳへ振り分ける場合

– 操作レベルのオブジェクトは、インターフェイス多重継承を
利用して以下のような構造にする

ＣＳ層ＦＷ層

抽象ＨＩＦ 具象ＩＦ

ＣＰＣＰ

ＩＦ
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インターフェイス設計フェーズ
知識レベルオブジェクト

• 知識レベルオブジェクトの振分
– 基本的にはＣＳへ振分を行う

• ＣＳへ振り分ける場合
– ＣＳに振り分けられる知識レベルオブジェクトは、以下の

ような構造にする

ＣＳ層ＦＷ層

型コンテナＩＦ

型ＨＩＦ

コンテナＣＰ

型ＣＰ

型ＣＰ
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組織型データ管理ＦＷ詳細
　特長

– 組織型データの管理

• 階層型データエンティティの整合性を維持する機
能を提供する

– 複数の関連型及びパーティ型に対応

• 複数の関連型やパーティ型を使用できる

• 動的に、関連型やパーティ型を扱うことが可能

– 永続データの制御

• 作成、削除、修正の制御を行う
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組織型データ管理ＦＷ詳細
パッケージ構成

OSKFWHDM 
Interface

<<Interface>>

OSKFWHDM 
Implement

<<Implement>>
OSKFWHDM UI 

Implement

<<Implement>>
Target System
<<Concrete>>

OSKFWHDM 
Hotspot

<<Interface>>
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組織型データ管理ＦＷ詳細
　インターフェイス一覧

組織型データ管理
IHierarchyDataManager

組織型データ管理拡張版
IHierarchyDataManagerEx

関連型のコンテナ
IResponsibleRelationTypeContainer

パーティ型のコンテナ
IPartyTypeContainer

関連フレームワーク用カスタマイズシステム用
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組織型データ管理ＦＷ詳細
　ホットスポット一覧

カスタマイズシステム
ISystem

関連の型
IResponsibleRelationType

パーティの型
IPartyType

関連
IResponsibleRelation

パーティ
IParty

パーティのＵＩ制御
IPartyProducer
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組織型データ管理ＦＷ詳細
　インターフェイス－コンポーネント関連図

CResponsibleRelationTypeContainer
<<Component>>

CHierarchyDataManager
<<Component>>

CPartyTypeContainer
<<Component>>

IHierarchyDataManagerEx

CreateParty()
UpdateParty()
DeleteParty()
CreateResponsibleRelation()
UpdateResponsibleRelation()
DeleteResponsibleRelation()

<<Interface>>

IResponsibleRelationTypeContainer

EntryType()
GetCount()
FindType()
GetAt()

<<Interface>>
IPartyTypeContainer

EntryType()
GetCount()
FindType()
GetAt()

<<Interface>>

IHierarchyDataManager

SetSystemIUnknown()
EntryResponsibleRelationType()
EntryPartyType()

<<Interface>>
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組織型データ管理ＦＷ
実装のポイント１

• インターフェイスのパッケージ化

– カスタマイズシステム用インターフェイス

– 関連ＦＷ用インターフェイス

• ＦＷの階層化
– データ処理部分とユーザインターフェイスを個別
のフレームワークとして実装

• 型用インターフェイスで動的属性をサポート

– 動的属性を導入することでインターフェイスを
安定化（Ｖａｒｉａｎｔ型の利用）
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組織型データ管理ＦＷ
実装のポイント２

• 関連の実現にＩＤを利用

– 責任関係と責任関係型、責任関係とパーティの関連
は、ポインタではなくＩＤで実現した。

• 階層構造用イテレータ（Iterator）
– 階層構造を高速に表示するために、階層を巡回でき
るイテラータを実装した

• パーティの管理コンポーネント（Manager）
– パーティの作成や変更、削除を管理するコンポーネ
ントを用意
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人事情報管理システム詳細
　機能

• 組織情報の管理
• 組織情報を管理する

• 組織階層情報を管理する

• プロジェクト階層情報を管理する

• 社員情報の管理
• 社員情報を管理する

• 社員の所属履歴を管理する

• 社員の職歴を管理する
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人事情報管理システム詳細
　インターフェイス一覧

組織
IOrganization

社員
IEmployee

• カスタマイズシステム内部のローカルインターフェイス
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人事情報管理システム詳細
　インターフェイス－コンポーネント関連図

• 関連の関連図

CHierarchyRelationType
<<Component>>

CProjectRelationType
<<Component>>

IResponsibleRelationTypeContainer
<<Interface>>

EntryType()
GetCount()
FindType()
GetAt()

<<Component>>
CResponsibleRelationTypeContainer

IResponsibleRelationType
<<Interface>>

DisplayName : BSTR

SetRootParty()
CreateResponsibleRelation()
GetContainerPartyCount()
GetContainerParty()
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人事情報管理システム詳細
　インターフェイス－コンポーネント関連図

• パーティ型の関連図

COrganizationType
<<Component>>

CEmployeeType
<<Component>>

IPartyTypeContainer
<<Interface>>

EntryType()
GetCount()
FindType()
GetAt()

CPartyTypeContainer
<<Component>>

IPartyType
<<Interface>>

DisplayName : BSTR

GetParty()
CreateProducer()
GetPropertyCount()
GetPropertyName()



2000/09/08 32

人事情報管理システム詳細
　インターフェイス－コンポーネント関連図

• パーティの関連図

IOrganization
<<Interface>>

IEmployee
<<Interface>>

IParty
<<Interface>>

DisplayName : BSTR
TypeID : ID
ID : ID

CreateDBInstance()
DeleteDBInstance()

IPartyProducer
<<Interface>>

ShowPropertyPage()
CreateParty()
UpdateParty()
DeleteParty() COrganizationProducer

<<Component>>

COrganization
<<Component>>

CEmployeeProducer
<<Component>>

CEmployee
<<Component>>
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人事情報管理システム概要
シーケンス図

• 初期化処理
階層型データ管理FW CS : 階層データ表示FW

3: 初期化を行う

5: 関連型の登録を行う

8: パーティ型の登録を行う

4: 関連型のコンポーネントを作成する

7: パーティ型のコンポーネントを作成する

1: 作成する
2: 作成する

6: コンテナに追加する

9: コンテナに追加する
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人事情報管理システム概要
シーケンス図

• 社員パーティの作成処理

 : 階層型データ管理FW : 階層データ表示FW

1: パーティの作成(パーティ型のID)

2: コンテナからパーティ型のコンポーネントを取得する

 : 社員型  : 社員

3: パーティの作成を依頼する

4: 作成する
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人事情報管理システム概要
シーケンス図

• プロジェクト関連の作成処理

 : 階層データ表示FW  : 階層型データ管理FW プロジェクト関連型CP  : 関連

1: 関連を作成する(関連型のID,責任者のパーティ型ID, 責任者のパーティID,委任者のパーティ型ID, 委任者のパーティID,)

3: 関連の作成を依頼する
4: 作成する

5: 関連の設定を行う

2: コンテナから関連型コンポーネントを取得する
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アナリシスパターン利用結果
責任関係パターン適応の利点

• パーティ間の関係が柔軟になった
– 複数のパーティ間の関係が扱える

– パーティ間の関係が増えても、ＦＷの変更は
不要

• パーティが柔軟になった
– ＦＷを変更することなく、パーティの種類が追
加、変更可能

– パーティ型のインスタンスにより、パーティに
さまざまな制約を実装可能
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アナリシスパターン利用結果
フレームワークの安定

• 分析モデルが安定する
– アナリシスパターンはモデルの安定を主眼としている

• インターフェイスの安定
– インファーフェイスは分析モデルを実装したもの

• 分析モデルの安定　＝　インターフェイスの安定

– インターフェイスの安定により、ＦＷとＣＳが個々に機能変更可
能となる。

フレームワーク 
IF

<<Interface>>
フレームワーク 
ホットスポット IF

<<Interface>>
カスタマイズシス

テム IF

<<Interface>>

フレームワーク
<<Implement>>

カスタマイズシス
テム

<<Implement>>

このインターフェイスが安定が最重要
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フレームワーク利用カタログ
　階層型データ管理フレームワーク

• 目的

– 階層型のデータを管理する機能を提供するフレームワークである。ま
た、階層構造の履歴を管理する機能を提供する。

• 理由

– 階層型のデータを管理する

• 本フレームワークを利用すれば、複数の異なった種類の階層を持つ機能
や構造を動的に変更する機能を実現することが可能になる。

– 時系列のデータを管理する

• 本フレームワークを利用すれば、履歴を一つの関係として管理するため、
柔軟な履歴管理を実現することができる。また、関係が期間を持っている
ため、任意の時点の階層型のデータを参照することが可能となる。
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フレームワーク利用カタログ
　階層型データ管理フレームワーク（つづき）

• 適用可能性

– 階層構造が複数ある場合

– 動的に階層構造の種類を変更したり追加する場合

– データを時系列の履歴で管理する場合

– 階層構造の時間による変化を記録する場合

• 構造

– パーティと責任関係

• 格納するデータと格納されるデータに共通のパーティという抽象クラスを継
承させることで、データを意識しないで自由に階層構造を構築できるように
なっている

• 責任関係に責任関係型を持たせることで、階層構造では階層の種類を意
識せずに関係を構築できるようになっている
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フレームワーク利用カタログ
　階層型データ管理フレームワーク（つづき）

• カスタマイズ想定部分
– データ種類

• データの種類は、任意に定義することができる

– データの処理
• データの作成、表示及び修正処理はシステムが提供する

– 階層関係の種類
• 階層関係の種類は、任意に定義することができる

• 結果
– 階層型で管理するデータ種類の拡張が容易である

– 階層の種類の拡張が容易である

– 階層構造の構築と維持が容易である


